




















































から考えるなら、20 世紀最後の 2 年間を過ごしたオランダでの経験は印象深いものです。
ライデンという小さな大学町での滞在でしたが、街の中心部の運河沿いにカフェが並び、
市場の立つ日ともなれば、いったいどこにこれほどの人が暮らしていたのだろうと思うほ
どの人波が中心街に押し寄せる活気ある光景は、今も心によみがえります。もちろん人口
や経済においては和歌山とは比較にならないほどの規模ではあるものの、その賑わいを回
想すると、街の歴史への愛着やまちづくりへの参加の意欲、といった文化的な要因ととも
に、やはりそこには地域の基盤を作る専門家たちが存在し、小さいながらもまちづくりを
進めていた経済のメカニズムがしっかりと働いていたに違いありません。 
 地域の発展という課題に取り組むことは、総合的な問題を解くことでありましょう。し
かしその問題解明の中心に存在するのが地域経済の研究であるということは明らかです。
和歌山という地域が今後、さらに輝く、生き生きとした地域となる日をイメージしつつ、
本機構における研究の発展を心より願います。 
 
